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0 はじめに
江戸城には，徳川幕府の政庁であり将軍一家の住
居であった本丸御殿，将軍を引退した大御所や世子
の住居であった西の丸御殿などの建物群があった。
このうち，本丸御殿は，徳川幕府の政庁である表
と将軍が日常の執務や生活を行う中奥，将軍とその
正室である御台所や側室などの家族および家族に仕
える人々の住居がある大奥の3区画に分かれており，
それぞれの区画には用途ごとに独立した御殿が建っ
ていた。御殿は，用途に応じた複数の部屋で構成さ
れていた。
各御殿の室内には，障壁画，色土壁，彫物欄間，
餝金物などによって意匠が施された。このうち，本
稿では壁面建具および天井の意匠を取り上げる。
なお，本稿では，単に「御殿」と表記していると
きは1棟の建物を表し，本丸御殿と表記していると
きは本丸に建つ建物群を示す。
1 序
1－1 研究目的
これまで筆者は，幕末期の江戸城本丸御殿大奥の
主要御殿のうち，対面所上御鈴廊下脇御小座敷
御座之間新御殿（松御殿ともいう）の壁面（建具を
含む）および天井に施された意匠の構成に3形式あ
ることを明らかにした1。3形式とは，御殿の部屋
の格の高い順に，壁面建具と天井に障壁画を用い
る［絵/絵（格天井）］型（［壁面建具の仕上げ/天井
の仕上げ（天井の形式）］を示している），壁面建具に
障壁画を，天井に唐紙を用いる［絵/唐紙（鏡天井）］
型，壁面建具と天井に唐紙を用いる［唐紙/唐紙
（鏡天井）］型である。
なお，江戸城本丸御殿の壁面建具と天井に施さ
れた意匠に関する先行研究には，江戸城諸御殿の障
壁画の小下絵（東京国立博物館蔵）に関する美術史
建築史の共同研究を始めとしていくつかの研究2が
あるが，江戸城本丸御殿大奥における唐紙にかかわ
る研究は，拙稿3だけである。
1－2 研究対象について
江戸城本丸御殿大奥は，中央と南西側にある御
殿向（将軍の大奥における儀式典礼の場日常生活の場，
御台所側室などの日常生活の場），大奥の東南隅と北
側にある長局向（大奥に仕える女性たちの住居），大
奥の東側にある広敷向（大奥に仕える男性たちの仕事
場）の3区画からなる。
本稿では，万延度本丸御殿大奥御殿向に建つ主要
御殿のうち，『大奥向惣絵図』（東京大学史料編纂所
蔵），『大江戸御本丸大奥向惣絵図』（東京都立中央図
書館東京誌料文庫蔵）（図1）に唐紙の色と文様が記さ
れている対面所，仏間，客座敷，新御殿，宇治之間，
新座敷を対象とする。
これらの御殿のうち，対面所，客座敷は将軍御
台所が節句などの行事や対面に用いる御殿，仏間，
新御殿，宇治之間，新座敷は将軍御台所生母
側室子供のそれぞれ日常的に用いる御殿である。
1－3 史料について
本研究で用いる『大奥向惣絵図』（東京大学史料編
纂所蔵）（以下，『史料図』と略記する），『大江戸御本
丸大奥向惣絵図』（東京都立中央図書館東京誌料文庫蔵）
（以下，『東中図』と略記する）は，いずれも年記がない。
万延度本丸御殿大奥の図面として，年代が明確な
図面は清水建設蔵「江戸城大奥絵図」39枚で4，一
部に弘化2（1845）年に竣工した本丸御殿大奥の図
面が含まれているが，本稿で対象とする御殿につい
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て示している『御対面所絵図 （朱筆）因幡 （朱筆）川
村』，『御客座敷絵図 （朱筆）溝口持 （朱筆）川村控』，
『御広座敷絵図 （朱筆）溝口方 み○』，『松御殿向絵
図 （朱筆）依田持 （朱筆）川村氏』は，いずれも万延
度本丸御殿大奥のそれぞれの御殿の図面である5。
『史料図』，『東中図』中の本稿で対象とする御殿の
平面は，清水建設蔵図と対比した結果，万延度の図
面であると判断している。
本稿で対象とする主要御殿の唐紙に関する記述に
ついて，『史料図』は各御殿の主室およびそれに付
随する部屋に関し記しているのに対し，『東中図』
は各御殿の主室のみという特徴がある。
なお，『史料図』は，13代将軍家定の第三正室で
あった天璋院（篤姫）の出身藩である島津家に伝わ
った図面である。
2 主要御殿に用いられた唐紙について
先述のように6，江戸城本丸御殿大奥主要御殿を
構成する各部屋の，壁面（建具を含む）および天井
の障壁画あるいは唐紙の使われ方には3形式ある。
このうち唐紙に関する形式は，［絵/唐紙（鏡天井）］
型と［唐紙/唐紙（鏡天井）］型である。
『史料図』，『東中図』から対面所，仏間，客座敷，
新御殿，宇治之間，新座敷に用いられた唐紙の色と
文様を表1に示す。
唐紙は，版木に彫った文様を紙に色刷りしたもの
である。地は，生成りか白色の場合と，色がついて
いる場合とがある。万延度本丸御殿大奥主要御殿に
用いられる唐紙の色は，図面上に色名が書かれてい
て，単色あるいは2色を組み合わせている7。本稿
中では，唐紙の色と文様を色－文様の順で示すが単
色の場合は「色－文様」，2色の場合は「色色
文様」と示す。金色については，雲や砂子のように
技法が書かれている場合もある。このような場合に
は，「金（技法）」（例:金（雲））のように記す。
なお，各御殿の唐紙の種類に関する記述の中で根
拠となる史料名を示していない場合は，『史料図』，
『東中図』共に唐紙に関する同一の記述があるもの，
どちらか一方の史料名を記している場合は，唐紙の
種類に関する記述がその史料にのみみられる場合で
ある。
御殿内の各部屋の名称には，「御」のつく部屋が
多数あるが，本文の読みやすさを考え，「御次」以
外は「御」の字を省略している。
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図1『大江戸御本丸大奥向惣絵図』（東京都立中央図書館東京誌料文庫蔵）
凡例 イ:対面所，ロ:仏間，ハ:客座敷，ニ:新御殿，ホ:宇治之間，ヘ:新座敷
イ
ロ
ハ
ヘ
ホ
ニ
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表１ 御殿別にみる唐紙の種類
建物名 部屋名
壁面 天井
色 文様 色 文様
『史料図』『東中図』『史料図』『東中図』『史料図』『東中図』『史料図』 『東中図』
イ 対面所
台子之間 金紺青 松竹梅
柿紺青 大加賀菱
千鳥之間 （張付） （張付）
東
入側 金紺青 回り松
西 金紺青 松竹梅
北
南 絵
ロ 仏間
仏間
紺青
波龍 金 唐松
御次 松竹梅 紺青 鉄線
西 入側 金紺青 扇ちらし 金紺青 回り松
ハ 客座敷
上段
絵
金（砂子） 蔦
下段
金紺青
広間 向梅
東
入側
南
西 回り松
北（上段） 向梅
北（広間） 角渦菱
ニ 新御殿
上段
絵
金（雲砂子）
下段
金（砂子）
休息
二之間
化粧之間
台子之間
金紺青
金
金紺青
三之間 絵 絵
清之間 金紺青
御次
清之間続之間 金紺青
納戸
切形之間 金紺青
拾畳之間 金（砂子） 絵 絵 金（砂子）
東
小座敷 金紺青 金紺青
西
南
入側
絵 金（砂子）
北 金紺青 金紺青
大納戸 藍蝋 藍蝋
老女衆詰所
紺青 紺青
物置
上り場 金紺青 金紺青
ホ 宇治之間
宇治之間上之間*
柿紺青
絵
大加賀菱
絵 柿紺青 大加賀菱
御次
東
入側
紺青 松竹梅 紺青 鉄線
西 金紺青 扇ちらし 金紺青 唐松
ヘ 新座敷
上之間
絵 絵 金（砂子）
御次
北 入側 浅黄地 千鳥 浅黄地 千鳥
凡例 ■ :『史料図』と『東中図』で唐紙の色文様が異なる場合。
空欄:記載なし
建物名のうち仏間と宇治之間は主室名で御殿を示している。
*宇治之間上之間は，本文中では概ね上之間と表記する。
2－1 対面所（図2）
対面所は，上段（北側に床と棚，東側に納戸構，西
側に付書院）下段二之間三之間台子之間千
鳥之間からなり，これらを囲うようにして東西
南北に入側がある。このうち唐紙を用いているの
は，［絵/唐紙（鏡天井）］型の南入側，［唐紙/唐紙
（鏡天井）］型の台子之間千鳥之間，東西北入
側である。
南入側は対面所の正面にあたる。東西北入側
の壁面に唐紙を用いるのに対して，南入側は絵を用
いることにより正面性と格の高さを表現していると
考える。
対面所は，「大奥向御規式之次第」8によると節句
などの式日の対顔，御目見え以上の御礼，御台所と
上﨟年寄老女などとの対面に用いられたとあり，
『千代田城大奥』9によると将軍御台所と親戚との
対面に用いられたとある。
対面所において台子之間は，『千代田城大奥』10
によると対面の際に茶菓子などを用意するところで
二間続くとある。このことから，台子之間に続く千鳥
之間も台子之間と同じ用途の部屋であったと考える。
台子之間は壁面に金紺青松と竹と梅，天井に
柿紺青大加賀菱の唐紙を用いている。千鳥之間
は壁面に，『東中図』によると金紺青松と竹と
梅を用いている。
千鳥之間の天井には柿紺青大加賀菱の唐紙を
用いている。
東西北入側は壁面に金紺青松と竹と梅，
天井は金紺青回り松の唐紙を用いている。南入
側は壁面に絵を用い，天井は金紺青回り松の唐
紙を用いている。
2－2 仏間（図3）
仏間は，［唐紙/唐紙（鏡天井）］型の主室である
仏間（北と東に壇）と御次11，西入側からなる。
『千代田城大奥』12によると，主室である仏間は
将軍家先祖代々の位牌が置かれており，将軍が御台
所とともに毎朝拝していた。また，御次は仏器などを
置くところで主室である仏間に付属する部屋である。
主室である仏間は壁面に紺青波と龍，天井に金
唐松の唐紙を用いている。御次は，『史料図』によ
ると，壁面に紺青松と竹と梅，天井に紺青鉄線
を用いている。
西入側は壁面に金紺青扇ちらし，天井に金
紺青回り松を用いている
13。
2－3 客座敷（図4）
客座敷は，［絵/唐紙（鏡天井）］型の上段下段
広間14と東南入側，［唐紙/唐紙（鏡天井）］型の北
入側からなる。西入側は，『史料図』によると［絵/
唐紙（鏡天井）］型，『東中図』によると天井に唐紙
を用いているが壁面については明らかではない。
『千代田城大奥』15によると，客座敷は将軍御台所
および親戚が対面する際に使われたとされている。
上段の壁面に絵を，天井に金（砂子）の唐紙を用
いている。天井の文様は『史料図』によると蔦であ
るが，『東中図』に文様は記されていない。
下段は壁面に絵を，天井に金紺青向梅の唐紙
を用いている。
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図3 仏間部分『大奥向惣絵図』（『史料図』）
図2 対面所部分『大奥向惣絵図』（『史料図』）
広間，東入側は，『史料図』によると，壁面に絵，
天井に金紺青向梅の唐紙を用いている。南入側
は，『史料図』によると壁面に絵，天井に金紺青
を用いている。
西入側は，壁面に絵，天井に金紺青回り松を
用いている。
北入側は，上段側と広間側とで唐紙の種類を変え
ている。『史料図』によると，上段側の北入側の壁
面は絵，天井は金紺青向梅の唐紙を用いている。
広間側の北入側は，壁面は絵，天井は金紺青角
渦菱16文様の唐紙を用いている。
2－4 新御殿（図5）
新御殿は，［絵/唐紙（鏡天井）］型の上段（北側に
床と棚）下段休息二之間化粧之間『東中図』
による三之間拾畳之間南入側，［唐紙/唐紙（鏡
天井）］型の清之間御次清之間続之間納戸
切形之間東西の小座敷北入則台子之間『史
料図』による三之間拾畳之間南入側からなる。
拾畳之間は，『史料図』では［唐紙/唐紙（鏡天井）］
型であるが，『東中図』では［絵/唐紙（鏡天井）］
型である。
上段下段は，『千代田城大奥』
17によると，新御
殿は御台所の居間であるとされるが，天璋院は上段
へは立ち入らなかったとの記録18がある。二之間
三之間は側付女中の詰所，台子之間は湯茶を準備す
る場所とあり，御台所の主室である上段下段に対
する付属室ということになる19。
切形之間は，『千代田城大奥』20によると御台所
の寝室で，切形之間の南側にある化粧之間は化粧道
具が置かれていたとある。
なお，新御殿の唐紙について『史料図』『東中図』
には文様に関する記載はない。
・［絵/唐紙（鏡天井）］型
上段は，壁面に絵，天井に金（雲砂子）の唐紙
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図4 客座敷部分『大奥向惣絵図』（『史料図』）
図5 新御殿部分『大奥向惣絵図』（『史料図』）
を用いている。下段休息二之間化粧之間南
入側は，壁面に絵，天井に金（砂子）の唐紙を用い
ている。
・［唐紙/唐紙（鏡天井）］型
台子之間は，『史料図』によると壁面，天井に金
紺青の唐紙を用いているが，『東中図』によると，
壁面に金，天井に金紺青の唐紙を用いている。
『史料図』によると三之間，清之間御次清之
間続之間，納戸，切形之間，東西小座敷，上り場，
北入側は，壁面天井ともに金紺青，大納戸は壁
面天井ともに藍蝋の唐紙を用いている。
一方，『東中図』によると，三之間の壁面には金，
天井には金紺青，清之間清之間続之間，地形之
間の壁面には，金紺青を用いている。
拾畳之間は，『史料図』によると壁面天井とも
に金（砂子）の唐紙を用いているが，『東中図』によ
ると壁面に絵，天井に金紺青の唐紙を用いている。
老女衆詰所物置は，『史料図』によると壁面
天井ともに紺青の唐紙を用いている。
これら異同については，今後の課題とする。
2－5 宇治之間（図6）
宇治之間は，［唐紙/唐紙（鏡天井）］型の上之間
と御次，東西入側からなる。
『千代田城大奥』21によると，宇治之間は嫡男嫡
女の住居で，御次はお付の女中が詰める部屋と書か
れているが，14代将軍家茂には嫡子がいなかった。こ
のため，万延度大奥の宇治之間の用途は不明である。
西入側は，上御鈴廊下脇御小座敷と対面所，御座
之間，新御殿とを結ぶ通路で，将軍や御台所が通る。
上之間は壁面には，『史料図』によると柿紺青
大加賀菱，『東中図』によると絵を用いている。天
井は柿紺青大加賀菱を用いている。御次は，
『史料図』によると壁面天井ともに柿紺青大
加賀菱の唐紙を用いている。
『史料図』によると，東入側は壁面に紺青松と
竹と梅，天井に紺青鉄線を用いている。西入側は
壁面に金紺青扇ちらし，天井に金紺青唐松
を用いている。
2－6 新座敷（図7）
新座敷は，上之間（西側に床と棚）御次と北入側
からなっている。
『千代田城大奥』22によると，新座敷は将軍生母
の住居で，御次には女中が控えていたとのことであ
る。主室である上之間に対し，御次は付属室という
ことになる。
『史料図』によると，上之間御次の壁面に絵，
天井に金（砂子）を用いている。
北入側は，『史料図』によると，天井と壁面に浅
黄地千鳥の唐紙を用いている。
3 唐紙の種類について
3－1 色について
①色の種類
本稿で対象とする万延度本丸御殿大奥主要御殿に
用いられた唐紙の色は，金，紺青，柿，浅黄，藍蝋
である。
②［絵/唐紙（鏡天井）］型の傾向
［絵/唐紙（鏡天井）］型の部屋は，客座敷，新御
殿，新座敷に多く，これらの部屋に用いられる色は，
金（雲砂子），金紺青の組み合わせに限られている。
客座敷の上段を金（砂子），新御殿上段を金（雲
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図7 新座敷部分『大奥向惣絵図』（『史料図』）
図6 宇治之間部分『大奥向惣絵図』（『史料図』）
砂子），新座敷の上之間御次を金（砂子）としてい
る。このことから，［絵/唐紙（鏡天井）］型の場合，
天井の唐紙に，金（雲砂子），金（砂子）の序列が
あると考えられる。
③［唐紙/唐紙（鏡天井）］型の傾向
［唐紙/唐紙（鏡天井）］型において，天井と壁面
との色の関係をみると，天井と壁面で同色の組み合
わせを用いる場合と別色の組み合わせを用いる場合
とに分かれる。
同色の場合は，金紺青，柿紺青，紺青，浅黄，
藍蝋が用いられている。
別色の場合は，対面所台子之間千鳥之間，仏間
にみられる。
仏間は，先祖代々の位牌を安置する特別な部屋で，
壁面に紺青，天井に金を用いている。
対面所台子之間千鳥之間は，大奥において最も
格式の高い対面所の中にあり，壁面に金紺青，天
井に柿紺青を用いている。
天井と壁面とで別色を用いる部屋は，［唐紙/唐
紙（鏡天井）］型の中で格が高い部屋に付属する部
屋である。
3－2 文様について
①文様の傾向
本稿で対象とする万延度本丸御殿大奥主要御殿
（新御殿をのぞく）に用いられた唐紙の文様は，植物
系，動物系，幾何学有職系デザインの3系統に分
けることができる23。なお，唐紙の文様については，
『史料図』，『東中図』から文様の名称が明らかにな
るだけで，実際の文様の具体的な形は再現できない。
植物系に松と竹と梅，回り松，唐松，鉄線，向梅，
蔦，動物系に千鳥，波と龍，幾何学有職系に大加
賀菱，扇ちらし，角渦菱がある。
②［絵/唐紙（鏡天井）］型の傾向
［絵/唐紙（鏡天井）］型の部屋に用いられる天井
の唐紙の文様は，対面所入側の回り松，客座敷下段
北入側の向梅のように植物系デザインを合わせてい
る。［絵/唐紙（鏡天井）］型の場合，壁面に用いら
れる障壁画の画題と天井に用いられる唐紙の文様に
は何らかの関係があると考えられるが，この点は，
今後の課題としたい。
また，［絵/唐紙（鏡天井）］型の場合，天井に用
いられる唐紙の文様は，植物系であることが多い。
③［唐紙/唐紙（鏡天井）］型の傾向
［唐紙/唐紙（鏡天井）］型の御殿に用いられた唐
紙の文様には，壁面と天井に用いられたデザインの
組み合わせに，［植物系/植物系］，［植物系/動物系］，
［植物系/幾何学有職系］，［幾何学有職系/植物
系］，［幾何学有職系/幾何学有職系］，［動物系
/動物系］の6形式がある。
3－3 色と文様の関係
唐紙の色と文様の関係には2つの傾向がみられる。
①金紺青と植物系
対面所東西北入側，客座敷下段広間，東
南西北（上段）入側と宇治之間西入側天井に用
いられているように，金紺青の唐紙を用いている
場合，松と竹と梅，回り松，向梅など，植物系の文
様を使うことが多い。
②柿紺青と大加賀菱
対面所台子之間千鳥之間の天井，宇治之間上之
間御次の壁面と天井に用いられているように柿
紺青の唐紙の場合，文様は大加賀菱である。
4 まとめ
本稿では，万延度江戸城本丸御殿大奥御殿向のう
ち，対面所，仏間，客座敷，新御殿，宇治之間，新
座敷の主要御殿に用いられた唐紙について考察した。
その結果をまとめると，次のとおりである。
①将軍御台所が行事や対面に用いる御殿の場合は
上段と下段というような部屋の格により，将軍
御台所などが日常生活で用いる御殿はその御殿の
主人と仕える人，というように，部屋の使用者の
違いにより，唐紙の種類を変えている。
②［絵/唐紙（鏡天井）］型の部屋の場合，壁面の唐
紙の色に金（雲砂子），金紺青の序列がある。
③［絵/唐紙（鏡天井）］型の御殿に用いられた唐紙
の文様は，植物系のデザインが多い。
④［唐紙/唐紙（鏡天井）］型の中で，格が高い部屋
は，壁面と天井に用いる唐紙の色を変えている。
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⑤［唐紙/唐紙（鏡天井）］型の御殿の壁面と天井に
用いられたデザインの組み合わせには，［植物系
/植物系］，［植物系/動物系］，［植物系/幾何学
有職系］，［幾何学有職系/植物系］，［幾何学
有職系/幾何学有職系］，［動物系/動物系］の6
形式がある。
次稿では，大御所や嫡子の住宅であった西の丸御
殿における唐紙の用いられ方について考察する。
本研究は日本私立学校振興資金共済事業団学術研究
振興資金（若手研究者奨励金）による成果の一部である。
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